
www.newsdigest.fr ■ 1 Mars 2007  No 82716

生年月日：1955年8月25日

肩書き　：ジャズ・マヌーシュ・ギタリスト

経　歴　：ジャンゴ・ラインハルトを自己の音楽的ルーツとして70年代より
活動を開始。80年代からは「東京ホット倶楽部バンド」「ビストロ
テンポ」等に参加。第1級のウクレレ／バンジョー奏者としても知
られている。最近では平原綾香の「そら」の作曲を担当。

嗜　好　：釣りです。海釣りも、渓流釣りも、どちらもやります。後はおい
しいお酒を飲むことですね。
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ギターを最初に手にしたのはいつ頃ですか？

一番僕の中で古い記憶は小学生の頃ですね。その時の

写真が今も残っているのですが、なぜか僕がギターを持

ってるんですよ。しかも、よく見ると「A－」を押さえい
て、自分のことながら「マイナーキーを押さえるなんてず

いぶんくらい少年だな」と思ってました。もし「メジャー」

を押さえていたら人生変わっていたかもしれませんね。

学生の頃は、どんな曲を聴いてらしたのですか？

学生の頃は主にカントリー、ブルース、フォーク等を

聴いていました。他にもエレキギター全盛期でしたので、

ビートルズやベンチャーズ、モンキーズなども聴きまし

たね。ただ、僕はアコースティックの暖かみのある音が

好きだったので仲間とバンドを組んでいたときはフォー

クが中心でした。あの当時の日本人のフォークシンガー

では高田渡など有名でしたね。実は僕がジャンゴの魅力

にとりつかれたのは、今から30年ぐらい前に高田さんと

一緒にパリに来たときなのですよ。

キヨシさんは、アコースティックのどの辺にこだわり
を持っているのですか？

最近ニュースを見ていると、殺人事件など非常に暗い

話題ばかりです。だからこそ、みんな「癒し」を求めてい

ると思うんですよ。日本では部屋のインテリアに暖かみ

のある木製の家具などを取り入れたり、どこか、優しさ

が求められているんですね。そういった意味で、アコー

スティックの音色は非常に暖かみがあり飽きがこないん

です。エレキ楽器では決して再現できない、アコーステ

ィックならではの音を求めるのが僕のこだわりかな？

キヨシさんはウクレレ奏者でもあられるそうですが、
ウクレレとの出会いはいつ頃ですか？

ウクレレは、子供の頃友達の家でさわらしてもらった

のが最初ですね。指づかいもギターに似ているので、す

ぐに好きになりました。ウクレレというとハワイアンっ

キヨシ小林さん
Kiyoshi KOBAYASHI
Guitariste du Jazz Manouche

ジャンゴは僕の音楽のルーツ

DJANGO SWING

自身の集大成ともいえる最高のジプシー（＝マヌー
シュ）・スウィングを聴かせる1枚。欧州でも名を馳
せるKIYOSHIがジャンゴのマナーを基礎として自己
のアクセントを加えて奏でる、心の温まるスウィン
グ＆リラックス・サウンド。
オフィシャルサイト：http://www1.ttcn.ne.jp/~k-koba/
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キヨシ小林＆
ジプシー・スウィング・ギャング

DJANGO SWING
OMCA-1025 定価 2,625円

読者プレゼント

キヨシ小林さんのサイン入り
CD「DJANGO SWING」を
抽選で1名の方へプレゼント。
下記の内容をご記入の上、応募
してください。

①氏名②住所③電話
④メール⑤職業⑥感想

宛先：editor@newsdigest.fr

締め切り：3月15日必着

フランスで主婦をしていると、日

本にはなかった物価上昇という現象を

肌で感じる。まわりを見れば、フランス人はみんなケ

チ……ではなく、やりくり上手。おしゃれに節約する

ためのパリ・ガイドブックがあるくらいだ。見習おう。

たとえばお金をかけずに日常に上手にアート、文化

を取り入れる。ひんぱんに開催される映画祭や上映会

では通常の料金よりも安かったり、無料だったり。国

立美術館が毎月第1日曜日に無料なのは有名だがパリ
市の美術館ならいつでも無料だ。オーケストラのコン

サートを有志寄付金のみで開催する教会もある。数あ

るワインショップの無料試飲会ではソムリエからワイ

ンを学ぼう。ワインはケース買いすると割引きに。

食に関してはマルシェが一番。さすが農業国フラン

ス、野菜は新鮮でスーパーより安い。マルシェなら生

産者の顔が見えるし、食べごろの果物やチーズはプロ

に選んでもらえる。では日本の味が恋しくなったら？

日本食品店に行けば何でもそろうが、お財布にはちと

厳しい。そんな時はアジアの隣国にお世話になろう。

コリアン・スーパーには本場のキムチもあるし、うど

んやそうめんなど日本と似た食材も多い。そして頼り

になるのが中華系スーパー。13区のパリ最大の中華街
には大型スーパーがいくつかある。この時期の鍋料理

にかかせない白菜、しいたけ、大根などの野菜や、豆

腐、油揚げもそろう。日本食コーナーも充実している

し、お米も日本スタイルのSHINODE（日の出）が他
で買うよりお買い得。

フランス検約術 田辺 朝子：元ダウ・ジョーンズ経
済通信マネー記者。2006年始めに
退職し、研究者の夫についてパリへ。
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　　　ここはこうして節約！
映画 3月18～20日の3日間、フランス中で映画が3.5ユーロに。

美術館など 国立は毎月第1日曜日入場無料、18歳以下はいつでも無料。
 さらにパリ市立なら誰でもいつでも無料。

パリの庶民派 バスチーユ、バルベスの青空市、アリーグルの常設市場など。
マルシェ 各区のマルシェのリストはパリ市のサイトを参照。

アジアンスーパー コリアン系は土日は１割引などのサービスもうれしい。
 中華系は13区アヴニュ－・イヴリー、10区ベルヴィルなどにある。

てイメージがありますけれど。この楽器は意外に奥が深

いんですよ。ウクレレを教えているときにいつも思うの

ですが、どんな楽器も譜面通りに弾くことは、練習すれ

ばそれなりに出来るようになるんですよ。しかし、譜面

では表せない何かを言葉で伝えるのは難しいですよ。今

でこそ、ウクレレの教本などたくさんありますけれど、

僕が弾き始めたときは、まだ手探り状態でしたからね。

そういった、苦労したときに見つけた何かを次の若い世

代に残せたらと思っています。

キヨシさんが今一番楽しんでいることと、今後の予定
を教えてもらえますか？

今一番楽しいのは、なんと言っても息子と一緒に音楽

をやっていることですね。時代が変わってきたのでしょ

うけど最近は、あまり親子で何かを行うことが減ったよ

うです。ですから、僕は幸せもんだと思います。今後や

ってみたいのは、クラシック音楽を研究して僕のレパー

トリーに加えてみたいということですね。


